
1 出力共通項目
an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・貨物管理番号またはコンテナ番号　３５桁

2 差異識別
an 3 C

貨物に差異個数がある場合に「ＵＭＣ」を出力

3 期間超過識別
an 3 C

保税運送承認期間を経過している貨物の場合に「ＯＶＲ」を
出力

4 事故識別
an 3 C

事故が入力された場合は、「ＤＭＧ」を出力

5 搬入年月日
n 8 M

6 事故届出者コード
an 5 M

利用者コード

7 業務コード
an 5 M

8 保税地域コード
an 5 M

保税地域コード

9 保税運送申告番号
an 30 C

保税運送申告番号または個別運送管理番号に基づく搬入確認
の場合に出力

10 コンテナ番号または貨
物管理番号 an 35 M

11 個数

n 8 C

（１）貨物に対して事故情報が入力された場合、貨物情報Ｄ
Ｂに登録されている個数を出力
（２）混載子Ｂ／Ｌについての事故の場合は個数を出力

12 到着個数
n 8 C

混載子Ｂ／Ｌについての事故の場合はスペースを出力

13 個数単位コード

an 3 M

包装種類コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２１号・英
字）

貨物情報ＤＢに登録されている個数単位コードを出力

14 総重量

n 10 C

貨物に対して事故情報が入力された場合、貨物情報ＤＢに登
録されている総重量を以下の形式で出力
ＺＺＺＺＺ９．９９９

15 重量単位コード

an 3 M

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

貨物情報ＤＢに登録されている重量単位コードを出力
ＫＧＭ：キログラム
ＴＮＥ：メトリックトン
ＬＢＲ：ポンド

16 容積

n 10 C

貨物に対して事故情報が入力された場合、貨物情報ＤＢに登
録されている容積を以下の形式で出力
ＺＺＺＺＺ９．９９９

17 容積単位コード

an 3 M

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

貨物情報ＤＢに登録されている容積単位コードを出力
ＭＴＱ：立方メートル
ＦＴＱ：立方フート
ＢＦＴ：フートボードメジュアー（木材）

18 品名
an 70 C

貨物に対して事故情報が入力された場合、貨物情報ＤＢに登
録されている品名を出力

19 事故コード
an 5 5 C

事故コード 事故コードを出力

20 危険貨物等コード

an 3 C

（１）貨物に対して事故が登録された場合、貨物情報ＤＢに
登録されている危険貨物等コードを出力
（２）コンテナ貨物に対して事故情報が入力された場合で、
収容している貨物に１つでも危険貨物等コードが存在してい
る場合は「Ｙ」を出力
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